
 

令和３年度 第６回 政策決定会議 会議録② 

                                                                  

◆開催日時：令和３年 10月 29日（金） ９：20～９：40 

◆開催場所：市長公室 

◆出席委員：永野市長、堤副市長、戎井副市長、大下教育長 

                                                                     

◆審議事項 

・岸和田市合葬式墓地整備基本計画の策定について・・・・・・・・・・水とみどり課⇒承認 

                                                                     

◆審議概要 

 

『岸和田市合葬式墓地整備基本計画の策定について』 

 

〈説 明 者〉岸建設部長、深井水とみどり課長、渡邉参事、西尾担当主幹 

 

 

◎説明者から、案件及び政策調整会議における議論の内容を説明し、政策調整会議にて、本件原

案どおり承認された旨、報告。 

◎報告後、質疑応答 

 

〈堤 副 市 長〉民間を参考にしながら検討し、収支をしっかり見ていくこと。また、墓園全体のあり

方については今から十分に議論しておくように。献花台の適切な大きさについて、検

討すること。 

〈戎井副市長〉合葬墓は本市への要望もあり整備は必要と考えている。墓園全体で健全に運営できる

よう努めること。 

〈教 育 長〉ご遺族の感情など非常にナーバスな問題でもあり、市民への説明の際には十分配慮し、

丁寧な対応を心がけること。 

〈市 長〉来年度は市制施行 100周年の節目でもあり、市民に親しまれる合葬墓として情報発信

できるよう取り組みを検討すること。 

〈総合政策部長〉本案件について、原案どおり承認してよろしいか。 

【異議なし】 

⇒本件を、原案のとおり承認する。 



別記様式（第 14条関係） 

 

 

      令和３年 10月 12日 

 

 

 

政策調整会議付議依頼書 

 

 

 

依頼者名  建設部長   

 

 

 下記事項について、効果的かつ効率的な市政運営実施のための会議の設置に関する規程第

14条の規定に基づき、下記のとおり付議を依頼します。 

 

 

記 

 

付議事項名 岸和田市合葬式墓地整備基本計画の策定について 

付議の目的 
（ポイントを絞り込んで、簡潔

に記載すること。） 

近年、少子化や核家族化などの社会情勢の変化により、墓地を

所有することが負担と考える人や葬送形態に対する様々な考え

方など将来の墓地のあり方が多様化しており、社会全体で供養す

る合葬式墓地へのニーズの高まりを受け、長期的かつ安定的な

公営墓地としての責務を果たすため岸和田市合葬式墓地整備基

本計画の策定を行うものである。 

説明者 

建設部 岸部長 

水とみどり課 深井課長、渡邉整備担当参事、西尾墓苑担当主幹 

 

付議事項の概要 別紙のとおり 

 



別紙

★取組の目的

★総合計画上の位置付け

基本目標

↑ここにコードを入力 達成された姿

目指す成果

行政の役割

★現状と課題

（単位：千円）
予算額

R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度

3,008

21,000

25,000

85,000

64,100

63,400

12,500 32,000 31,700 76,200

0

3,008 33,500 117,100 31,700 182,300

R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度

46,000 149,100 63,400 0 0

        

★当該事項に関連する人員増の必要性※

R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度

1

★取組の効果を表す指標

単位 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度

① 件 22 28 189 189 194

②

※事業費及び人員を確約するものではない。

目標値

指標名

市営墓地新規利用者数

付議会議

付議事項

令和３年度　　第６回会議

岸和田市合葬式墓地整備基本計画の策定について

無

実施中の取組及び予定する事項

Ⅰ－８　みんながみんなを大事にし、見守る

(3)ともに支えあう地域社会になっている

①お互いに助けあう地域の関係ができている

イ　葬儀や埋葬が支障なく行われるようにする

墓園のあり方検討

合葬式墓地整備設計

（コードは「総計体系」を参照）

有

国費

府費

起債

一般財源

対象 市営墓地利用者

どのような
状態を目指す

社会全体で供養する合葬式墓地の整備を行い、市民が安心して利用できるよう長期的かつ安定的に公営墓地を提供する。

108030102

計

258,500

岸和田市墓苑（流木墓園）は昭和26年に開設後、第２墓苑を併せて約27ha（墓地区画数約14,000）を供用しているところ。
本市では、平成14（2002）年をピークに人口減少に転じ、少子高齢化や世帯数の増加など、社会情勢や家族形態の変化により墓地に対する利用者の考
え方にも変化が見られ、近年の墓地の新規使用件数がほぼ横ばいに対して、墳墓返還件数が増加していることに加え、園内のトイレが汲み取り式であ
り、衛生環境に課題がある状況である。
公営墓地は、公共性、公益性の観点から市民に対する基礎的なサービスとして、市民が安心して墓園を利用できるよう長期的かつ安定的に墓地を提供
し、健全な運営を図る責務を鑑み、これら課題を解決する必要があることから、これまでの家族や血縁等により管理、継承する従来型の墓地を維持してい
くことを前提にしつつ、多様化するニーズを見据えた社会全体で供養する墓地となる「合葬式墓地」の整備に合わせ衛生環境の改善を図れるよう「岸和
田市合葬式墓地整備基本計画」を策定するものである。

人員増の必要性

その他

トイレ（合葬墓）改修工事

トイレ（南側）改修工事

財源内訳

事業費

決算（見込額） 見込額

トイレ改修工事に係る設計

合葬式墓地整備


